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出願から合格発表までの流れ  
■ 東京大学・大学院工学系研究科への願書提出（11/28～12/4 午後3時、工学系研究科HPから）  

■ システム創成学専攻への書類提出（12/4 午後3時締切、工学系研究科HPから）  

 

■ 書類選考（12/4～12/25） 

■ 書類選考結果・専門課題（第一志望教員の研究分野の学術論文）の通知（12/25、専攻HPにて） 

 

■ 以下、書類選考合格者のみ 

■ 専門課題解答書の提出（2026/1/8　午後3時締切、工学系研究科HPから）  

■ TOEFL公式スコアの提出（2026/1/8締切、工学系研究科HPにある指示に従ってください）  

　  TOEFLは申込から公式スコア入手まで数週間かかるので早めに受験手続きをしてください  

■ 博士口頭発表資料提出（2026/1/18締切）  

 

■ オンラインでの口述試験 （2026/1/20～1/21） 

■ 口述試験（一般試験）：現在の研究、合格後の研究構想についての質疑応答 

■ 口述試験（専門試験）：専門課題解答書に関する質疑応答 

■ 合格発表（2026/2/12、工学系研究科HPにて）  2



最重要事項  

■ 工学系研究科HP　 https://www.t.u-tokyo.ac.jp/study-at-utokyo/soe/apply  

■ システム創成学専攻HP https://www.sys.t.u-tokyo.ac.jp/admissions/regularadmission/  

 

■ 令和8(2026)年度  東京大学大学院  工学系研究科  学生募集要項【出願日程B】  
■ 大学院入学試験外国語試験(英語) TOEFLスコアの提出について  

■ 令和8(2026)年度  東京大学大学院  工学系研究科  システム創成学専攻  入試案内書【出願日程B】  
 

■ すべての書類は工学系研究科HPのWEB出願システムのマイページからアップロードすること  

■ TOEFLスコアの提出方法のみ工学系研究科HPにある別の指示に従うこと  

 

■ 願書提出前に志望指導教員に連絡を取ること（博士受験者は必須、修士受験者は推奨）  

■ 願書提出後の志望指導教員への入試に関する連絡は禁止（質問は専攻宛に）  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出願日程B出願者は入学時
期を選ぶことはできない。４

月入学のみ

https://www.t.u-tokyo.ac.jp/study-at-utokyo/soe/apply
https://www.sys.t.u-tokyo.ac.jp/admissions/regularadmission/
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工学系研究科HP  https://www.t.u-tokyo.ac.jp/study-at-utokyo/soe/apply  

https://www.t.u-tokyo.ac.jp/study-at-utokyo/soe/apply
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2025/12/4  15:00 JST  

工学系研究科HP  　WEB出願システムのマイページ（１）  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2025/12/4
15:00 JST  

2026/1/8
15:00 JST  

工学系研究科HP  　WEB出願システムのマイページ（２）  

書類選考 
口述試験 

(一般試験)  

口述試験 
(専門試験)  

2025/12/4  15:00 JST  



7



8

修士課程受験者は 志望順位10位の教員まで
選択できます  
 
博士課程受験者は 志望順位1位の教員のみ
を選択します
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教員ごとの  
受入可能人数は  

非公開です

ここをチェックしてい
ないと不合格となる
場合があるので志
望順位も含めて慎
重に検討してくださ

い
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システム創成学専攻HP　 https://www.sys.t.u-tokyo.ac.jp/admissions/regularadmission/  

https://www.sys.t.u-tokyo.ac.jp/admissions/regularadmission/


■ 大学院に進みたいが、家庭の事情が．．．  

■ 博士課程学生のほぼ全員が何らかの経済的支援（返還不要）を受けられます　 　　

（研究奨励金：月額最高23万円　＋　研究費：年額最高150万円）  

■ 修士課程学生も応募可能な奨学金制度が多数あり、また、学力基準及び家計

基準により授業料・入学金が全額・半額免除になります  

■ 日本学生支援機構の奨学金（返還必要）も、成績優秀者に対しては修士・博士

とも返還免除の制度があります  

■ 留学支援制度も充実しています  

経済的サポート等について  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■ 電話（03）5841－6533  

■ Email: admission@sys.t.u-tokyo.ac.jp  

■ メールでの問い合わせでは下記の5項目を記載してください  

1. お名前（漢字・フリガナ/全 ⾓） 

2. メールアドレス  

3. 所属（〇〇大学〇〇学部・〇年）  

4. 出願課程（修士課程／博士課程）  

5. お問い合わせ内容  

質問・連絡先：システム創成学専攻事務室  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